














The relationship between students’ motivations for enrolling  
at university and the originality of faculty: 
A focus on integrated medical and humanities disciplines
Moe URAGAMI, Mayu OKUNO, Teppei YUKIZANE, Koh NODA,  
Kae HATA, and Mitsunori OHHASHI
The present study examined how the originality of faculty was among the motivations for students’ 
enrollment at university. University freshmen studying at the Department of Human Health at Kurume 
University (N = 140) completed questionnaires on the originality of the faculty. As a result of factor 
analysis, “internal expectation,” “external expectation,” “qualification / expertness,” and “non-purpose” 
were extracted. The item “originality of faculty” was included in internal expectation. In addition, cluster 
analysis indicated that some students were motivated to acquire qualifications and gain professional 
knowledge and skills while others had a definite goal to go to study further. Through this research, it 
became clear that some students are attracted to the originality indicated by the university along with 
their other motivations. We also investigated the case of college students who did not have a definite 
motivation during their first year.





























































































































意な差があることが分かった （F （2.62, 329.49） = 163.03, p <.01）。Bonferroni法による多重比較の結
項目 因子負荷量Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ　内的期待（α＝ .90）
人生の視野を広げるため .80 .07 -.21 -.16
大学の設備が充実していたため .79 -.18 .14 .16
幅広い教養を身につけるため .78 -.03 .09 .08
文系と医系の連携である「文医融合」の学部に魅力を感じたため .72 .03 -.04 -.12
地域に根差した教育方針に魅力を感じたため .64 .09 -.06 .08
知的好奇心を満たすため .62 .01 .14 .03
医学部があり，医学的な知識も学べるため .62 .03 .00 -.01
学科専門の知識だけでなく，他学科の専門知識も学べるため .61 .24 .03 .10
自分の才能を伸ばすため .59 .24 .19 -.18
Ⅱ　外的期待（α＝ .85）
高卒では嫌だから -.08 .71 .12 .13
大卒の肩書がほしいため -.09 .70 .07 .17
高い社会的地位を得るため .27 .68 -.15 -.05
就職後，より高い役職に就くため .08 .67 .16 -.04
就職後，多くの収入・給与を得るため .09 .59 -.06 -.13
社会に通用する肩書きが必要なため .22 .56 -.06 .02
Ⅲ　資格・専門性（α＝ .77）
専門的な知識や技術を身につけるため .05 -.08 .82 .06
興味のある分野を深く掘り下げるため .28 -.14 .67 .16
資格をとるため .05 .06 .67 -.02
進学しないと希望の職業の資格が取れないため -.18 .35 .57 -.06
Ⅳ　無目的・漠然（α＝ .76）
自分の成績にあっていたため .16 -.12 .07 .74
自分の学力を考慮したため -.07 -.01 .15 .69
入試の難易度を考慮したため -.30 .32 .04 .58
他にやりたいことがないので .19 .02 -.39 .49
特に目的はない .01 .07 -.46 .46
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ .45 .38 .04
Ⅱ .05 .40
Ⅲ -.05















神谷 （2010） と松田ほか （2014） を参照し，大学進学動機による類型化を行った。大学進学動機の
４下位尺度をｚ得点に換算し，Ward法によるクラスター分析を行った。その結果，クラスター間の
特徴が大学進学動機により異なっており，なおかつクラスターに含まれる人数に偏りが少ない４ク
ラスターが妥当であると判断した （Figure 1）。まず，第１クラスター （N = 29） は，他の群と比較し
て「資格・専門性」が高い特徴があり専門的な知識獲得や興味関心の追求に関する項目の得点が高
いことから専門性高群と命名した。第２クラスター （N = 18） は，「内的期待」と「外的期待」が高
い傾向があり，身に着けたい学問や大学に行くことの社会的価値に対する期待が高いことから期待
Table2　各学科の下位尺度得点の平均値と標準偏差 
（総合子ども学科 N ＝49，スポーツ医科学科 N=78）
Mean SD
内的期待 子ども 3.59 1.00
スポーツ 3.41 .72
総和 3.48 .84
外的期待 子ども 2.98 .90
スポーツ 2.85 .89
総和 2.90 .90
資格・専門性 子ども 4.35 .66
スポーツ 4.20 .61
総和 4.26 .63









































高群と命名した。第３クラスター （N = 66） は，「無目的・漠然」が高い特徴があるため，無目的群












機」 （松田ほか，2014），「大学への入学動機」 （中村・薊，2016） に関する調査において開発された調
査項目に加え，「本学の独自性」に関する項目を含んだ。その結果，先行研究の項目を完全に踏襲し
た因子構造は見られなかったが，本研究で「内的期待」として抽出された第１因子は，栗山ほか 
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